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言
語
聴
覚
士
（S

peech-Language-
H

earing Therapist

、
略
称
Ｓ
Ｔ
）
は

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
の
ひ
と
つ
で

す
。
言
語
聴
覚
療
法
の
対
象
と
な
る
主
な
障

害
に
は
、「
こ
と
ば
の
障
害
（
失
語
症
や
言

語
発
達
遅
滞
な
ど
）」、「
き
こ
え
の
障
害
（
聴

覚
障
害
な
ど
）」、「
声
や
発
音
の
障
害
（
音

声
障
害
や
構
音
障
害
）」、「
食
べ
る
機
能
の

障
害
（
摂
食
・
嚥
下
障
害
）」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
障
害
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
先
天

性
と
、
病
気
や
外
傷
に
よ
る
後
天
性
の
も
の

が
あ
り
、
小
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
現

れ
ま
す
。
Ｓ
Ｔ
は
、
何
ら
か
の
原
因
に
よ
っ

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
食
事
に
困
り
ご

と
が
生
じ
た
際
に
、
客
観
的
な
評
価
を
も
と

に
相
談
、
助
言
、
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

細
木
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
課
言
語

療
法
室
に
は
、
現
在
、
15
名
の
S
T
が
在

籍
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
3
名
が
小
児
科
専

属
で
言
語
聴
覚
療
法
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

主
に
発
達
障
害
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。
当
院
に
は
、
小
児
科
医
師
が

5
名
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
200
名
以
上
の
患
者
さ
ん
が
定

期
的
に
通
院
さ
れ
て
お
り
、
高
知
県
の
医
療

機
関
の
中
で
は
多
く
、
訓
練
頻
度
も
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
S
T
を
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ

は
、
あ
ら
ゆ
る
お
子
さ
ん
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
、
新
し
い
知
見
を
取
り
入
れ
、
学
会
発

表
等
の
研
鑽
に
も
励
ん
で
い
ま
す
。

　

発
達
相
談
を
目
的
に
当
院
小
児
科
を
受
診

さ
れ
る
患
者
さ
ん
の
相
談
内
容
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
例
え
ば
、「
健
診
で
言
葉
の
遅
れ

を
指
摘
さ
れ
た
」、「
落
ち
着
き
が
な
い
」、

「
視
線
が
あ
い
に
く
い
」
等
で
す
。
そ
の
よ

う
な
お
子
さ
ん
に
対
し
て
は
、
ま
ず
、
各
種

検
査
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
が
、
同
じ

年
齢
の
子
ど
も
さ
ん
の
平
均
に
比
べ
て
ど
う

か
や
、
能
力
間
の
偏
り
は
な
い
か
等
を
評
価

し
ま
す
。
継
続
し
た
対
応
が
必
要
な
場
合
に

は
、
こ
と
ば
の
発
達
を
促
す
訓
練
、
発
音
の

練
習
、
読
み
書
き
訓
練
等
を
お
子
さ
ん
本
人

と
行
い
ま
す
。
ま
た
、
親
御
さ
ん
に
対
し
て

は
、
悩
み
ご
と
を
お
聞
き
し
、
関
わ
り
方
や

遊
び
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
適
切
な
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
当
院
の
小
児

科
医
師
や
作
業
療
法
士
、
臨
床
心
理
士
等
と

の
連
携
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
保
育
園
、
幼

稚
園
、
小
中
学
校
等
の
教
育
機
関
や
通
所
施

設
等
と
の
連
携
を
大
切
に
し
て
お
り
、
見
学

希
望
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

障
害
特
性
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
持

ち
、
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、
未
来

あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、
そ
の
子
ら
し
く
、
の

び
の
び
と
生
活
し
て
い
け
る
環
境
づ
く
り
の

糸
口
に
な
る
と
思
い
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
と
ば
の
発
達
に
つ
い
て
心
配
事
が
あ
る

方
は
、
細
木
病
院
小
児
科
ま
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
☎
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（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
課

　
　

言
語
療
法
室
係
長

　
　

言
語
聴
覚
士

楠
瀬
さ
や
か
）

高知県内No.1の実績をもつ
小児言語聴覚療法をご存じですか？
～ことばの相談おまかせください～

細木
病院

小児言語聴覚療法に携わっているスタッフ

絵画語彙発達検査の様子

♥
細
木
病
院
で
の

　
　
　
　
　小
児
言
語
聴
覚
療
法
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昨
年
の
11
月
11
日
、
12
日

に
高
知
市
で
日
本
糖
尿
病
学

会
中
国
四
国
地
方
会
第
54
回

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
学
会
は
、
日
本
糖
尿
病

学
会
中
国
四
国
支
部
に
お
け

る
年
次
学
術
総
会
で
、
糖
尿

病
診
療
に
携
わ
る
さ
ま
ざ
ま

な
職
種
の
方
が
参
加
し
て
い

ま
す
。
高
知
で
の
開
催
は
実

に
16
年
ぶ
り
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

今
回
、
私
は
、「
統
合
失

調
症
の
経
過
中
に
糖
尿
病
性

ケ
ト
ア
シ
ド
ー
シ
ス
を
発
症

し
た
1
例
」
と
題
し
て
症
例

報
告
を
発
表
し
ま
し
た
。
意

識
低
下
に
よ
り
当
院
に
救
急

搬
送
さ
れ
た
症
例
で
す
。
意

識
低
下
の
患
者
さ
ん
を
診
察

す
る
と
き
に
は
、
血
糖
値
を

意
識
す
る
こ
と
を
再
認
識
し

ま
し
た
。

　

学
会
1
日
目
終
了
後
、
懇

親
会
が
あ
り
ま
し
た
。
高
知

県
内
の
特
産
物
を
使
用
し
た

料
理
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
か
つ
お
の
た
た
き
、
窪

川
ポ
ー
ク
の
炒
め
物
が
印
象

に
残
り
ま
し
た
。
日
本
酒
は

高
知
県
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
酒

造
会
社
の
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
15
社
前
後
の
日
本
酒
が

あ
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

種
類
に
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
会
場
で
は
、
よ
さ
こ
い

踊
り
の
演
舞
や
か
つ
お
の
た

た
き
藁
焼
き
実
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場

に
は
、
細
木
病
院
の
前
院

長
、
橋
本
浩
三
先
生
も
い

ら
っ
し
ゃ
っ
て
お
り
、
お
元

気
な
様
子
で
し
た
。

　

学
会
2
日
目
に
は
、
総
合

診
療
科
部
長
・
糖
尿
病
セ
ン

タ
ー
長
の
中
村
寿
宏
先
生
が

「
感
染
性
心
内
膜
炎
を
発
症

し
た
高
齢
者
糖
尿
病
患
者
3

例
で
の
考
察
」、
外
来
の
片

岡
典
代
副
看
護
師
長
が
「
災

害
時
の
備
え
と
病
状
伝
達
力

に
つ
い
て
〜
1
型
糖
尿
病
患

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ

り
」
と
題
し
て
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
多
く
の
参
加
者
が
あ

り
、
盛
況
で
し
た
。

（
内
科
副
部
長　
丸
山　
博
）

年は大政奉還 150
年になるそうだ。

　先日、高知に関する歴
史の研究では高名な平
尾道雄の書いた『土佐・
武道と仇討ち』を読ん
だ。彼は、細木病院の浜
聡元名誉副院長の親戚
で、昭和 50年に細木病

院で逝去されている。
　細木病院の新館の北側には、『孝子葊井盤
之助邸趾』と書かれた小さな石碑が立ってい
る。ベテラン職員の皆さんはよくご存じだと
思うが…。
　広井磐之助は、幕末に『境橋の仇討ち』と
して有名な日本最後の仇討ちを果たした土佐
の武士である。磐之助の父、大六は、釣りが
飯よりも大好きで、その日も一日中舟釣りを
して、帰ったところで、悪酔いした酒癖のと
ても悪い、棚橋三郎という武士に「舟に乗せ
ろ」とからまれ、断ったところ、刀で切りつ
けられて舟から転落して溺死した。棚橋は藩
外追放となったが、喧嘩両成敗で、広井家も
お家断絶になってしまった。父が死んだ時、
磐之助は元服はしていたが、わずか 17歳の

若者だった。父の仇を討つために、四国から
関西方面を探し回ったが、お金がなくなり
困っていたところを、坂本龍馬のおかげで勝
海舟の海軍操練所に世話になることができ
た。磐之助の本心を聞いた勝海舟の尽力で、
紀州徳川家と連携して仇を見つけた。文久 3
（1863）年、勝海舟の家来が見守る中、公認
の仇討ちを果たしたが、磐之助は相手にも刀
を渡し、対等の条件で父の仇を討って本懐を
遂げた。しかし、その後、脚気が原因で 27
歳の若さでこの世を去ったといわれている。
　磐之助は、旧小高坂村、現在の高知市大膳
町のグループホームのびのび西町のある場所
で暮らしていた武士であった。江戸時代の武
士は、切腹と仇討ちが一番の名誉なことだっ
たので、どんな境遇に落ちても、本懐を遂げ
る必要があったらしいが、今の世では考えら
れない。そう
思って石碑を
眺 め る と、
150年余りの
時代の流れを
つくづく感じ
る。

幕
末
最
後
の
仇
討
ち

幕
末
最
後
の
仇
討
ち

時 事
エッセー 今

細木病院

日
本
糖
尿
病
学
会
中
国
四
国
地
方
会

　
　
　
　
　
　第
54
回
総
会
で
症
例
発
表

「のびのび西町」入口横に立っている石碑
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11
月
10
日
、
11
日
の
両

日
、
鳥
取
県
米
子
市
で
第
47

回
日
本
看
護
学
会
︱
慢
性
期

看
護
︱
学
術
集
会
が
開
催
さ

れ
、
当
院
か
ら
、
外
来
の
香

川
直
子
看
護
師
と
片
岡
が
参

加
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
前

回
の
学
術
集
会
で
発
表
し
た

「
治
療
中
断
を
経
験
し
た

糖
尿
病
患
者
に
対
し
て
治

療
継
続
の
た
め
に
外
来
で

で
き
る
看
護
支
援
︱
中
年

期
男
性
患
者
に
焦
点
を
あ
て

て
︱
」
の
第
2
報
と
し
て
、

「
治
療
中
断
を
経
験
し
た
糖

尿
病
患
者
が
治
療
継
続
の
た

め
に
求
め
る
外
来
支
援
︱
中

年
期
男
性
患
者
に
焦
点
を
あ

て
て
︱
（
第
2
報
）」
と
題

し
て
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
し
ま

し
た
。

　

今
年
の
学
術
集
会
の
メ
イ

ン
テ
ー
マ
は
、「
輝
く
未
来

に
つ
な
ぐ
看
護
の
力
〜
疾
病

や
障
が
い
と
と
も
に 

„
私
ら

し
く
生
き
る
〝
を
支
え
る

〜
」
で
し
た
。
2
0
2
5
年

に
は
団
塊
の
世
代
全
員
が
75

歳
を
迎
え
、
医
療
需
要
が
急

増
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
世
の
中
が
「
病
院
か
ら

在
宅
へ
」
と
流
れ
て
い
る
中

で
、「
退
院
支
援
」
や
「
認

知
症
ケ
ア
」
を
含
む
慢
性
期

看
護
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

私
た
ち
看
護
職
が
患
者
さ
ん

を
、
そ
の
人
ら
し
く
生
き
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
え

る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
か
、
何
が
で
き
る
の
か

を
考
え
る
貴
重
な
学
び
の

場
、
交
流
の
場
と
な
り
ま
し

た
。

（
外
来
副
看
護
師
長

片
岡
典
代
）

　

接
遇
向
上
チ
ー
ム
で
は
、

信
頼
さ
れ
愛
さ
れ
る
、
働

き
や
す
い
病
院
づ
く
り
の
た

め
に
„
接
遇
向
上
〝
は
極
め

て
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
、

こ
れ
ま
で
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日

常
業
務
の
„
気
づ
き
〝
に
少

し
で
も
役
立
て
て
も
ら
お
う

と
、
昨
年
11
月
に
職
員
を
対

象
に
、
6
回
に
分
け
て
接
遇

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
接
遇
向
上
ス
タ
ッ

フ
の
片
岡
典
代
外
来
副
看
護

師
長
と
井
上
加
奈
子
訪
問
看

護
師
が
務
め
ま
し
た
。

　

研
修
は
、
昨
年
、
チ
ー
ム

で
手
作
り
し
た
„
接
遇
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
〝
に
沿
っ
て
行

い
ま
し
た
。
ま
ず
、
職
員
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と

に
ま
と
め
た
「
気
を
つ
け
た

い
言
葉
や
態
度
」、「
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
言
葉
や
態

度
」
の
実
例
に
つ
い
て
、
再

現
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
紹
介

し
ま
し
た
。
職
員
が
役
者
と

な
っ
て
出
演
し
た
再
現
ビ
デ

オ
で
の
名
演
技
に
、
時
折
笑

い
が
起
こ
る
、
ほ
っ
こ
り
し

た
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

人
の
第
一
印
象
は
、
最
初

の
5
〜
6
秒
で
決
ま
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
決
定

づ
け
る
要
因
と
し
て
、
表
情

と
し
ぐ
さ
が
あ
り
ま
す
。
今

回
は
、
参
加
者
と
一
緒
に
笑

顔
体
操
や
姿
勢
チ
ェ
ッ
ク
も

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
日
常
に
取
り

入
れ
や
す
い
よ
う
な
一
日
の

過
ご
し
方
も
紹
介
し
ま
し
た
。

　

研
修
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、「
再
現
ビ
デ
オ
に
ハ
ッ

と
さ
せ
ら
れ
た
」、「
笑
顔
で

の
挨
拶
が
大
切
」
な
ど
の
意

見
や
、「
当
院
で
は
ま
だ
ま

だ
接
遇
向
上
が
必
要
」
と
の

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
今
後

は
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
、
活

動
の
内
容
を
再
検
討
し
、
少

し
で
も
当
院
の
接
遇
向
上
に

貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
薬
剤
師　

市
吉
真
貴
子
）

細木病院

第
47
回
日
本
看
護
学
会

　
　｜
慢
性
期
看
護
｜ 

学
術
集
会
で
発
表

細木病院

手
作
り
接
遇
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と

　再
現
ビ
デ
オ
を
活
用
し
て
接
遇
研
修
会
開
催

片岡典代副看護師長（左）と香川直子看護師

再現ビデオの上映

参加者と一緒に笑顔体操
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今
回
私
は
、
国
立
保
健
医

療
科
学
院（
埼
玉
県
和
光
市
）

の
専
門
課
程
Ⅲ
地
域
医
療
臨

床
研
修
専
攻
科
に
参
加
し
ま

し
た
の
で
ご
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
こ
の
専
攻
科

は
、
全
国
の
2
年
目
研
修
医

を
対
象
と
し
て
、
幅
広
い
公

衆
衛
生
の
知
識
と
技
術
を
身

に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

昨
年
の
10
月
1
日
か
ら
11

月
30
日
ま
で
、
全
国
の
5
病

院
（
細
木
病
院
、
東
京
大
学

医
学
部
附
属
病
院
、
東
京
医

科
歯
科
大
学
附
属
病
院
、
聖

路
加
国
際
病
院
、
関
門
医
療

セ
ン
タ
ー
）
か
ら
15
人
の
研

修
医
が
参
加
し
て
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
計
15
テ
ー
マ
の

院
内
で
の
講
義
、
演
習
、
セ

ミ
ナ
ー
の
ほ
か
、
中
央
省
庁

（
厚
生
労
働
省
、
防
衛
省
）、

地
方
自
治
体
（
千
葉
県
内
保

健
所
、
千
葉
県
庁
）、
関
係

施
設
（
新
三
郷
浄
水
場
）、

6
つ
の
関
係
研
究
機
関
（
国

立
感
染
症
研
究
所
、
国
立
国

際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国

立
ハ
ン
セ
ン
病
研
究
セ
ン

タ
ー
、
国
立
医
薬
品
食
品
衛

生
研
究
所
、
国
立
健
康
・
栄

養
研
究
所
、国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
）、
海
外

機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
、Ｗ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
）
へ
の
訪

問
、
研
修
の
機
会
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

私
が
参
加
を
希
望
し
た
理

由
は
、
保
健
、
医
療
、
介
護
、

福
祉
に
関
し
て
幅
広
い
知
識

を
得
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。
私
は
中
学
2
年
生
ま
で

高
知
県
に
住
ん
で
お
り
、
将

来
は
地
域
医
療
に
携
わ
り
た

い
と
思
い
医
師
を
志
し
ま
し

た
。
ま
た
、
勉
学
の
た
め
、

東
京
へ
転
校
後
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
と
の
出
会
い
の
中
で
、

脳
神
経
内
科
と
い
う
分
野
に

興
味
を
持
ち
、
将
来
は
患
者

さ
ん
に
寄
り
添
っ
た
幅
広
い

医
療
を
提
供
で
き
る
神
経
内

科
医
に
な
り
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、

私
が
東
京
女
子
医
科
大
学
6

年
生
の
時
に
、
高
知
県
に
住

む
父
が
が
ん
の
た
め
数
か
月

で
亡
く
な
っ
て
か
ら
は
、
そ

の
人
ら
し
い
最
期
を
一
緒
に

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
医
療

者
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

臨
床
で
医
療
を
経
験
し
て
い

く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
医
療

制
度
・
シ
ス
テ
ム
等
に
関
し

て
の
知
識
も
学
び
、
多
く
の

協
力
し
合
え
る
仲
間
を
持

ち
、
人
脈
を
広
げ
、
そ
れ
ら

を
生
き
た
力
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
、

今
回
の
研
修
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

研
修
が
始
ま
っ
て
直
ぐ
に

驚
い
た
こ
と
は
、
講
義
、
研

修
、
ロ
ジ
資
料
と
講
義
概

要
、
学
習
日
誌
、
課
題
提

出
・
評
価
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
、
す
べ
て
が
遠
隔
研
修

シ
ス
テ
ム
で
共
有
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し

た
。
皆
が
パ
ソ
コ
ン
等
を
持

ち
歩
き
、
情
報
を
瞬
時
に
把

握
し
て
実
務
を
行
う
な
ど
、

遠
隔
シ
ス
テ
ム
を
効
率
的
に

使
い
こ
な
す
姿
が
印
象
的
で

し
た
。
研
修
中
重
視
さ
れ
た

点
と
し
て
は
、
同
窓
生
や
講

師
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
、
色
々
な
職
種
や
広
大
な

分
野
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
、
ま
た
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
要
約
力
、

日
々
の
日
誌
等
の
報
告
能
力

が
評
価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

院
内
講
義
で
は
「
日
本

の
公
衆
衛
生
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
、
エ
イ
ズ
対

策
、
地
域
保
健
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（In
fo

rm
a

tio
n

 a
n

d
C

o
m

m
u

n
ic

a
tio

n  
T

e
c

h
n

o
lo

g
y 

情
報
通
信
技
術
）、

保
健
医
療
福
祉
分

野
に
お
け
る
人
工

知
能
の
活
用
等
を

学
び
ま
し
た
。
保

健
医
療
福
祉
分
野

で
は
、
情
報
処
理

全
体
を
考
え
る
態

勢
が
、
現
段
階
で

は
十
分
に
整
備
さ

れ
て
お
ら
ず
、
高

知
県
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ

細木病院

国
立
保
健
医
療
科
学
院 

地
域
医
療
臨
床
研
修
専
攻
科

平
成
28
年
度
研
修
報
告

研
修
医

　森
本
伶
美

国立保健医療科学院での修了式

厚生労働省研修

◆
患
者
さ
ん
に
寄
り

　添
っ
た
医
療
を
志

　し
て

◆
国
内
研
修
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を
使
っ
た
医
療
、
介
護
の
情

報
共
有
が
重
要
と
な
っ
て
く

る
と
思
い
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
深
か
っ
た
厚
生

労
働
省
の
行
政
実
務
体
験
で

は
、
老
健
局
老
人
保
健
課
と

高
齢
者
支
援
課
認
知
症
・
虐

待
防
止
対
策
推
進
室
に
配
属

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高

齢
化
に
伴
う
医
療
、
介
護
を

取
り
巻
く
問
題
を
乗
り
越
え

て
い
く
た
め
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
医
療
や
介

護
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
包

括
的
に
体
制
を
整
備
し
て
い

く
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
推
進
は
、
海
外
か
ら
も
注

目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
来
年
度
の
診
療
報
酬
と

介
護
報
酬
の
同
時
改
定
に
向

け
て
の
実
務
や
、
も
と
も
と

興
味
が
あ
っ
た
認
知
症
に
つ

い
て
の
施
策
や
研
究
、
世
界

デ
ー
タ
を
学
ぶ
中
で
、
医
療

政
策
と
臨
床
現
場
は
つ
な

が
っ
た
も
の
で
あ
り
、
医
療

者
と
し
て
ど
ち
ら
で
働
く
と

し
て
も
両
方
知
っ
て
お
く
こ

と
の
重
要
性
を
実
感
し
ま
し

た
。

　

6
つ
の
関
係
研
究
機
関
で

の
研
修
で
は
、
研
究
結
果
か

ら
政
策
と
し
て
打
ち
出
す
ま

で
の
過
程
で
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
考
慮
さ
れ
、
ど
の
よ
う

な
根
拠
で
目
標
設
定
を
し
て

い
る
の
か
が
明
確
に
な
っ
て

面
白
か
っ
た
で
す
。
他
学
部

出
身
の
先
生
方
の
物
事
の
捉

え
方
な
ど
が
ま
た
違
っ
て
い

て
、
新
し
い
視
点
を
学
ぶ
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル
で

の
公
衆
衛
生
行
政
を
学
ぶ
た

め
、
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

に
あ
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ
本
部
で
研
修

し
ま
し
た
。
特
に
、
国
際
疾

病
分
類
Ｉ
Ｃ
Ｄ
の
作
成
な
ど

国
際
基
準
の
設
定
や
情
報
の

収
集
公
開
に
つ
い
て
学
べ
た

こ
と
が
と
て
も
興
味
深
か
っ

た
で
す
。A
g
e
i
n
g（
高

齢
化
）
と
健
康
の
意
見
交
換

で
は
、
や
は
り
日
本
の
介
護

保
険
や
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
、
世
界
が
注
目
し
て
い
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。ま
た
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
勤
務
す
る
本
研
修

卒
業
生
と
の
懇
親
会
も
あ
っ

て
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し

た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
で
は
、

感
染
症
対
策
行
政
を
学
び
ま

し
た
。寄
生
虫
学
等
熱
帯
病
・

感
染
症
を
中
心
と
し
た
講
義

の
ほ
か
感
染
症
研
究
所
等
を

見
学
し
ま
し
た
。

　

海
外
研
修
で
他
国
と
の
医

療
の
違
い
や
制
度
比
較
を
行

う
こ
と
で
、
日
本
の
医
療
に

つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
の
文
化
を
変
え

る
こ
と
は
や
は
り
難
し
い
こ

と
、
ど
こ
に
行
っ
た
と
し
て

も
そ
の
医
療
現
場
を
見
て
診

療
ニ
ー
ズ
を
模
索
す
る
こ

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
と
の
密

な
関
係
を
築
き
、
プ
ロ
の
視

点
を
持
っ
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

・　
　
　

・

　

細
木
病
院
で
研
修
さ
せ
て

い
た
だ
き
、「
人
の
住
ま
い

と
暮
ら
し
」
を
地
域
全
体
で

連
携
し
て
守
る
姿
勢
や
、「
疾

病
の
予
防
」「
医
療
・
看
護
」

「
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ
」
に
皆

が
一
丸
と
な
っ
て
積
極
的
に

関
わ
っ
て
い
る
姿
を
あ
ら
ゆ

る
と
こ
ろ
で
拝
見
し
ま
し

た
。
日
本
の
高
齢
化
の
10
年

も
20
年
も
先
を
い
く
高
知
県

だ
か
ら
こ
そ
、
医
療
現
場
に

お
い
て
国
の
政
策
の
先
を
い

く
部
分
が
多
々
あ
り
、
国
内

だ
け
で
な
く
、
世
界
か
ら
も

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
自

身
、
自
分
で
見
て
考
え
て
、

少
し
で
も
日
本
の
医
療
を
良

く
し
た
い
と
心
か
ら
思
う
か

ら
こ
そ
、
今
回
の
研
修
で
得

た
こ
と
、
細
木
病
院
や
高
知

県
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を

忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
の
医

療
と
地
域
と
共
に
自
分
自
身

も
前
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
回
こ
の
よ
う
な
貴
重

な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
多
方
面
か
ら
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
細
木
病
院
の
皆
様

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

ジュネーブのＷＨＯ本部にて

フィリピンのサン・ラザロ国立感染症病院

フィリピン大学研修

◆
海
外
研
修
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東
日
本
大
震
災
か
ら
、
ま

も
な
く
6
年
が
経
と
う
と
し

て
い
ま
す
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
9
の
地
震
と
大
津
波
に
よ

る
死
者
・
行
方
不
明
者
数
は

1
万
人
を
超
え
、
原
発
事
故

で
未
だ
に
避
難
生
活
を
強
い

ら
れ
て
い
る
方
も
多
く
い
ま

す
。
必
ず
来
る
と
言
わ
れ
て

い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
つ

い
て
は
、
最
悪
の
ケ
ー
ス
を

想
定
す
る
と
、
日
本
全
体
に

お
け
る
被
害
は
、
東
日
本
大

震
災
の
32
倍
と
言
わ
れ
て
お

り
、
高
知
県
の
死
者
・
行
方

不
明
者
数
は
、
約
4
2
︐

0
0
0
人
と
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
災
害
時
に
は
、
医
療

機
関
は
リ
ソ
ー
ス
が
不
足
す

る
中
で
、
通
常
よ
り
も
多
く

の
業
務
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
平
時
に
で
き
る
だ

け
の
対
策
を
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
、
高
知
県
の
地
震
対

策
で
も
、
医
療
機
関
は
Ｂ
Ｃ

Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
に
よ

る
医
療
行
為
の
継
続
を
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
、
細
木
病
院

で
第
2
回
防
災
研
修
会
を
開

催
し
、
防
災
士

で
も
あ
る
都
司

博
直
事
務
部
副

部
長
が
「
高
知

県
医
療
機
関
災

害
対
策
指
針
の

概
要
」
を
、
同

じ
く
井
上
加

奈
子
訪
問
看
護

師
が
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ

と
は
…
」
に
つ

い
て
講
義
を
行

い
、
111
名
の
職

員
が
学
習
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
新
た
に
、
言
語

療
法
室
の
成
瀬
信
夫
さ
ん
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ハ
ッ
ピ
ー

万
々
の
今
橋
孝
之
さ
ん
の
2

名
が
防
災
士
に
な
り
、
当
院

の
防
災
士
会
の
メ
ン
バ
ー
は

11
名
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
大
規
模
災
害
時
の
病

院
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
、
安
心
し
て
生

活
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
在
宅
部
長
／
防
災
士

廣
井
三
紀
）

な
仲
間
た
ち
）」
が
新
た
に

加
わ
り
、
全
周
42
・
1
9
5

㎞
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

込
め
た
、
た
す
き
を
つ
な
ぎ

な
が
ら
力
走
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
天
候
は
雨
。
朝
か

ら
断
続
的
に
降
り
続
け
た
た

め
、
合
羽
を
着
て
の
走
行
と

な
り
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
は

運
動
公
園
内
の
陸
上
競
技

場
。
コ
ー
ス
は
運
動
公
園
内

の
1
周
2
㎞
で
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
2

つ
の
坂
道
が
組
み
込
ま
れ
て

い
て
、
2
つ
目
の
登
り
坂
は

距
離
が
長
く
極
度
の
疲
労
に

見
舞
わ
れ
ま
す
。
今
に
も
止

ま
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
思
う
足
を
、
た
だ
ひ
た

す
ら
前
に
運
ぶ
こ
と
だ
け
に

集
中
し
、
折
り
返
し
か
ら
の

下
り
坂
で
は
、
呼
吸
を
整
え

な
が
ら
一
気
に
駆
け
下
り
て

い
き
ま
す
。
コ
ー
ス
終
盤
は

再
び
陸
上
競
技
場
に
戻
り
、

次
の
ラ
ン
ナ
ー
に
た
す
き
を

託
し
ま
す
が
、
こ
こ
が
一
番

体
力
的
に
苦
し
い
時
間
。
そ

ん
な
場
面
で
精
神
的
支
え
と

な
る
の
が
、
仲
間
の
心
強
い

応
援
で
す
。
そ
し
て
こ
の
リ

レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
に
は
時
間
制

限
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
競

技
開
始
か
ら
4
時
間
以
内
に

ゴ
ー
ル
し
な
い
と
正
式
な
完

走
と
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
後

は
時
間
と
の
闘
い
と
な
り
ま

し
た
。「
ノ
リ
」
で
始
ま
っ

た
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
へ
の
挑

戦
。
参
加
す
る
こ
と
に
主
旨

を
置
い
て
い
た
は
ず
な
の

に
、
な
ん
と
し
て
も
完
走
し

た
い
。
そ
ん
な
思
い
で
た
す

き
を
つ
な
ぎ
、
笑
顔
で
ゴ
ー

ル
テ
ー
プ
を
切
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
マ
ラ
ソ
ン
に
参

加
し
完
走
で
き
た
の
も
、
一

人
ひ
と
り
の
頑
張
り
や
思
い

や
り
、
寒
い
中
懸
命
に
応
援

し
て
く
れ
た
チ
ー
ム
力
が

あ
っ
て
こ
そ
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
年
齢
に
関
係
な
く
、
こ

れ
か
ら
も
色
ん
な
こ
と
に
挑

戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
新
3
病
棟
看
護
師澤　

恵
理
）

　

11
月
27
日
、
第
3
回

H
i
‒
S
i
x 

42
・
1
9
5

㎞
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
in
高
知

春
野
総
合
運
動
公
園
が
開
催

さ
れ
、
細
木
病
院
か
ら
は
昨

年
に
引
き
続
き
、
薬
剤
室
を

中
心
と
し
た
チ
ー
ム
と
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
課
を
中
心

と
し
た
チ
ー
ム
、
そ
し
て
、

わ
れ
ら
「
細
木
昭
和
45
年
会

チ
ー
ム
（
昭
和
45
年
4
月
か

ら
46
年
3
月
生
ま
れ
の
愉
快

細木病院

防
災
研
修
会
で

Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）を
学
ぶ

細木病院

チ
ー
ム
力
で
た
す
き
を
つ
な
ぎ
、

　
　
　
　
　リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
完
走
！

BCPについて講義中の防災士、井上加奈子訪問看護師
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所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税
の
確
定
申
告
で
は
、
毎

年
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
1
年
間
に
生
じ
た
す

べ
て
の
所
得
の
金
額
と
そ
れ

に
対
す
る
所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税
の
額
を
計
算

し
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金

や
予
定
納
税
で
納
め
た
税
金

な
ど
と
の
過
不
足
が
精
算
さ

れ
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
医
療
費
を
一

定
額
以
上
支
払
っ
た
場
合

（
1
年
間
の
医
療
費
が
10
万

円
を
超
え
た
場
合
、
ま
た

は
、
10
万
円
以
下
で
も
合
計

所
得
金
額
の
5
％
を
超
え
て

い
る
場
合
）
に
は
、「
医
療

費
控
除
」
と
し
て
所
得
か
ら

差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、障
害
者
手
帳（
身

体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
等
）
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
や
、
65
歳
以
上
の
方

が
介
護
保
険
制
度
で
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
場
合
、

「
障
害
者
控
除
」
の
対
象
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
場

合
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村

で
発
行
さ
れ
た
「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
証
」
が
必
要

で
す
。

　

皆
さ
ん
、
も
う
一
度
、
対

象
と
な
る
控
除
が
な
い
か
見

直
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
内
容
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

ま
た
は
細
木
病
院
患
者
サ

ポ
ー
ト
室
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

（
地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー

　

患
者
サ
ポ
ー
ト
室
主
任

陶
川
多
映
）

NO.102

《売店》
細木病院 新館地下
０８８-８２２-７２１１（代）/内線１６１０
三愛病院 １階
０８８-８４５-５２９１（代）/内線２６０

㈲積善会がお届けするインターネットショップ！
Ｚｅｎショップが新しくなりました。

　新製品も続々登場!!
　ぜひ一度ご覧ください。

http://store.shopping.yahoo.co.jp/zen-shop100

10,240円（税込）

タカラトミー 夢の子ネルル  
（ヒーリングパートナーシリーズ）

お歌をいっぱい覚えて新登場！
その名も“夢の子ネルル”ちゃん 
・お歌50曲！
・両手をにぎると歌ってくれます
・呼び名を選べます！
・台詞は何と！1,600種類
・季節の言葉260種
・おでかけ専用のお話機能付

お取り寄せ商品になります。ご注文は、積善会事務所また
は、各売店までお申し付けください。 
（人気商品の為、日数を戴く場合があります。）

　「耳の日」は、日本耳鼻咽喉科学会の提案により、難聴と言語
障害をもつ方の悩みを少しでも解決したいという、社会福祉へ
の願いから制定されました。ちなみに、3月3日は、電話の発明
者、グラハム･ベルの誕生日です。

持てば聞こえる。すぐ活躍する助聴器！

両耳イヤホン＋ネックストラップ＋電池付き両耳イヤホン＋ネックストラップ＋電池付き

13,824円（希望小売価格）

9,500円（税込）
3月末まで

こんな場面で大活躍！

医師や看護師、
介護者との会話に

役所の窓口などで

テレビ・家族の
団らんに

カルチャー
スクールなどで

ご存じですか！？ ソーシャルワーカー
からのミニ情報
ソーシャルワーカー
からのミニ情報

確定申告の時期が
　　　　　 来ました。

細木ユニティ病院細木ユニティ病院

音楽療法コンサートのご案内音楽療法コンサートのご案内♪♬♬♪

♬

　
音
楽
に
は
人
の
心
を
癒
し
元
気
づ
け
る
力
が
あ
り
ま
す
。
音
楽
療
法
は
、

音
楽
の
持
つ
力
を
活
用
し
な
が
ら
、
心
身
の
健
康
維
持
・
増
進
、
生
活
の
質

の
向
上
を
促
進
す
る
療
法
で
す
。

　
細
木
ユ
ニ
テ
ィ
病
院
で
は
、
月
2
回
ほ
ど
、Ｓ
館
6
階
で
音
楽
療
法
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
て
い
ま
す
。 

　
無
料
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
一 

般
の
方
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
＊
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
の
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

岡
山
県
倉
敷
市
出
身
。大
学
は
法
学
部
に
進
む
が
、
独
学
で

ピ
ア
ノ
を
始
め
、熱
中
す
る
う
ち
に
趣
味
で
は
収
ま
ら
な
く

な
り
、い
つ
し
か
音
楽
の
世
界
に
飛
び
込
む
。こ
れ
ま
で
、葉

加
瀬
太
郎
、
石
川
綾
子
、
一
青
窈
、Ｍ
ａ
ｙ
Ｊ
、
河
村
隆
一
、

石
丸
幹
二
等
共
演
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
多
数
。舞
台
音
楽
も
手

が
け
、
岸
恵
子
や
松
坂
慶
子
の
朗
読
劇
の
音
楽
監
督
、
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
へ
の
出
演
等
、多
彩
な
活
動
を
展
開
中
。

◇
第
374
回
◇
ピ
ア
ノ
で
聴
く
、
な
つ
か
し
の
映
画
音
楽
特
集

　
3
月
25
日
（
土
）
午
後
2
時
〜

　
出
演
：
阿
部
篤
志
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仁生会は、国の次世代育成支援一般事業主認定と
高知県次世代育成支援企業の認証を受けています。

仁生会のホームページへ
http://jinsei-kai.c.ooco.jp/


